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玄界灘に面して広がる福岡市は、古くから大陸との玄関口として発展し、市内には豊かな自然と多

くの遺跡が残されています。これらは私たちの暮らしに潤いを与え、豊かな生活環境を作り出してい

ます。私たちはこれらの遺跡を後世に伝えていくことを願い、さまざまな形で遺跡の保護・活用に取

り組んでいます。

その一方で、本市では都市基盤整備事業等の事業を行い、活力のある都市の建設をおこなっていま

すが、そのために一部の遺跡が影響をうけるのもまた事実です。本市ではこれらの遺跡については事

前に発掘調査を行い、先人の足跡を後世に残せるよう、その記録保存に努めています。

本書は東区香椎駅前一丁目地内における遺跡確認調査の結果を報告するものです。本書が文化財保

護への理解と協力を得られる一助となるとともに、学術研究の資料としてご活用いただけましたら幸

いと存じます。

最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで多くのご協力を頂いた関係者の方々に対

し、心より謝意を表します。

平成１９年３月３０日

福岡市教育委員会　　　　

教　育　長　植　木　とみ子

１. 本書は共同住宅建設に先立って福岡市教育委員会が平成１７年１０月３日から平成１７年１０月２５日に

かけて行った香椎地区遺跡確認調査の調査報告書である。

２. 本書に掲載した遺構・遺物実測図の作成、写真撮影、挿図の整図は大塚紀宜が行った。

３. 本書の挿図内で用いた方位は磁北で、真北から６°２１′西偏する。

４. 遺物番号はそれぞれ通し番号で、重複はない。

５. 本書に関わる記録・遺物などの資料は福岡市埋蔵文化財センターに保管される予定である。

６. 本書の執筆・編集は大塚が行った。
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福岡市都市整備局で現在計画が進められている香椎駅周辺土地区画整理事業にともない、当教育委員会

埋蔵文化財課（当時）にも対象地に係る埋蔵文化財の事前審査依頼が随時提出され、それに基づいて当課

ではこれまで対象地内の各地点で試掘調査を行い、遺跡の有無を確認する作業を行っている。

２００５年（平成１７年）４月２１日付け香振第１２４号で、都市整備局香椎振興整備事務所計画課長より福

岡市東区香椎駅前一丁目２９６-８、２９０、２９０-１、２９０-２、２８９地内における埋蔵文化財の有無につ

いての依頼が提出された。これをうけて埋蔵文化財課（当時）では、申請地が周知の遺跡である元寇防

塁の推定線の隣接地に位置することから、埋蔵文化財課では遺跡が存在する可能性があることを考慮し

て、平成１７年６月１５日に現地の試掘調査を行った。その結果石積み状の構築物が現地で確認された。た

だし、バックホーによるトレンチ調査という性質上、構築物の具体的な様相は確認することが困難であ

った。この試掘結果をもとに関係者と協議を重ねた結果、今回の敷地内においては既に先行取得地であ

り、石積み付近を中心に平面的に表土を除去して確認調査を行うことが可能であることから、平成１７年

１０月に確認調査を実施した。

調査はまず調査範囲の表土をバックホーで除去し、石積み直上まで掘削した後に人力で石積みを露出

させ、写真撮影や測量・図面作成などの記録作業を行った後、一部の石積みを除去して下層の状況を確

認するという段取りで進められた。調査は１０月３日より開始し、１０月２５日に調査を終了した。

発掘調査の実施にあたっては、都市整備局香椎振興整備事務所をはじめ、香椎地区の地元の方々など

関係者の方々に多大なご理解とご協力を頂きました。とくに地元の方々には調査中何度も現場に足を運

んでいただき、周囲の以前の状況などについて多くの有益なご教示を頂きました。ここに記して感謝い

たします。

事業主体　福岡市都市整備局香椎振興整備事務所

調査主体　福岡市教育委員会

調査総括　埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第１課） 課長　山口譲治

庶務担当　文化財整備課（現文化財管理課） 鈴木由喜

事前審査　埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第１課）事前審査係　井上繭子

調査担当　埋蔵文化財課（当時）大塚紀宜

調査作業　脇田栄　安元尚子　安田光代　櫻澤勤　安元孝憲　福田操　熊本交伸

整理作業　篠原明美　古城恭子
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Fig.１　調査地点位置図（明治３３年陸地測量部測図）（１/２５,０００）
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Fig.２　調査地点位置図（現在）（１/２５,０００）
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Fig.３　調査区位置図（１/５００）
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香椎地区は、西側は博多湾に面し、南側は多々良川を挟んで博多・箱崎地区と区画され、また東側

は立花山を主峰とする山塊によって遮られている。このように八田、舞松原地区を含めた香椎地区は

周辺地域とは地形的に区画された範囲として区分されている。以下では多々良川以北、立花山以西を

中心とした香椎地区の範囲における歴史的環境についてまとめる。

香椎周辺の和白地区や古賀町などでは旧石器時代の遺跡が見つかっており、縄文時代にも夜臼遺跡

や江辻遺跡など後晩期の遺跡が存在するなど、旧糟屋郡全体では古い段階の遺構・遺物が検出されて

いる。ただし香椎地区で明確に遺跡として認識できる最古の痕跡は弥生時代である。多々良大牟田遺

跡では有鉤銅釧と広形銅戈の鋳型が出土しており、八田地区では広形銅戈鋳型５点が工事中に出土し

ている。多々良大牟田遺跡は海岸部と粕屋地区を結ぶ多々良川北側陸路に沿って位置しており、多々

良川北側の集落を結ぶ交通路上に位置していたとみられる。弥生時代後期になると海岸に沿った砂丘

上に集落が出現する。唐原遺跡は弥生時代後半～古墳時代中期の集落で、漁撈具が多く出土し、外来

系土器も多い。漁撈・海上交易に従事していた集団の集落とみられ、大量の土器焼成遺構とみられる

炉跡も検出されている。

古墳時代になると首長系列墓とみられる前方後円墳が出現する。名島古墳は全長２９.５m、前方部長

９.５m、前方部幅１７.５mの前方部が撥形に開く前方後円墳で、三角縁神獣鏡が出土している。主体部

は粘土郭と推定される。古墳時代前期（布留Ⅰ式）の土器が共伴している。舞松原古墳は４世紀末の

造出をもつ帆立貝式円墳で、割竹形木棺を主体部としており、帆立貝式円墳の形態としては九州でも

最古級である。香住ヶ丘古墳は径２５m程度の円墳で、三角縁天王日月獣文帯二神二獣鏡が出土してい

る。またJR香椎駅付近の浜男地区の砂丘後背部の丘陵上に位置していた冑塚・耳塚という２基の古墳

と見られる塚があるが、未調査であり詳細は不明である。

古代以降は、香椎宮の存在が大きい。香椎宮は奈良時代初頭の神亀２年（７２４）に創建と伝えられ、

儺県橿日宮で崩御した仲哀天皇を神功皇后が祀ったとされる。浜男地区にある浜男神社と香椎浜沖合

にある御島神社は末社である。この香椎宮、浜男神社、御島神社の３社は地図上でほぼ一直線に並ん

でいる。

「延喜式」式部上には香椎宮の神官が「廟司」と記載されるなど、山陵に準ずる扱いであり、また唐

から帰朝した円仁が香椎明神に経を転読したりするなど、対外交流の場ともなっている。これと関連

して、香椎B遺跡出土木簡に壱岐直に関する記載があり、１２世紀の壱岐に香椎宮領があったとみられ、

香椎宮が壱岐まで含む海上交易を掌握していた可能性がある。

多々良川南岸に面する多々良込田遺跡からは多量の越州窯系青磁・緑釉陶器、石帯、墨書土器など

が出土しており、古代の官衙的な施設が置かれていた可能性が高い。

鎌倉時代には２度の蒙古襲来による影響をうけ、香椎地区にも防塁が築かれた記録が残されている。

豊後生桑寺文書により香椎地区は豊後（大友氏）の担当で石塁が築かれたことが判明する。鎌倉時代

末には大友貞宗が臨済宗寺院である顕孝寺を創建した。顕孝寺は大友氏の大陸文物摂取の窓口的な役

割を担ったとされ、塔頭１０区、末寺１４ヶ所、寺領は糟屋郡・筑後・豊後に及ぶものであったとされ、

永禄～天正年間（１５５８～９２）にかけて戦火に遭い衰退するまで多々良側対岸の多々良遺跡、多々良

込田遺跡、戸原麦尾遺跡などとあわせ、この地区での交易拠点だった可能性がある。

また鎌倉時代末の元徳２年（１３３０）には立花城を大友貞載が築いている。この後博多・息浜の利権争

奪に絡んで大内氏と大友氏による立花城の攻防戦が繰り広げられ、後に毛利氏と大友氏による争奪の
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Fig.４　調査区平面図・北壁土層図（１/８０）
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８：暗青灰色褐色粘土　粘土、小礫を
多く含み、柔らかく脆い。 

９：暗黄褐色粘土　粘土、小礫を多く
含む。造成土が崩れた二次堆積層
とみられる。 

１０：灰褐色砂　粗砂層。 
１１：褐色砂　粗砂層。 
１２：灰褐色砂　粗砂層。 
１３：褐色砂　やや細かい砂を主とし、粗
砂、小礫を多く含む。 

１４：褐色砂　粗砂層。 
１５：褐色砂　粗砂層。小礫を多く含む。
水平方向に細かく分層可能。 

１６：灰色砂　粗砂層 
１７：褐色砂　やや粒の細かい砂を主と
する。粘土は多く含まない。 

１：撹乱・表土層　コンクリート多い。 
２：褐色土　砂多い。コンクリート片を
若干含む。 

３：暗褐色土　砂・小礫を多く含む。埋
め立て造成土とみられる。 

４：明赤褐色粘土　粘質高く、締まる。 
５：赤褐色土　明赤褐色粘土と小礫
の混合層。 

６：褐色土　砂・礫を多く含む。 
７：灰黄褐色粘土　粘性高い。 
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平成１７年６月１５日に今回の調査地点である東区香椎１丁目２９０番地内でバックホーによる事前調査

を行った。

今回の調査地点は、福岡市文化財分布図に記載されている元寇防塁推定線の西側隣接地にあたる。

敷地内はほぼ平坦で高低差はない。調査地点を含む敷地の東側には旧唐津街道が接している。文化財

分布地図に記載されている防塁推定線は旧唐津街道に重複または平行する形で南北方向に延びてい

る。これは周辺の旧地形、特に砂丘頂部のラインを尊重した結果であり、博多湾岸の他の元寇防塁の

立地条件に近い線上を防塁線として推定している。今回の調査地点付近では、防塁推定線は旧街道と

敷地の境界付近に位置している。したがって、防塁推定線の西側隣接地である今回の調査地点付近は、

旧地形上では砂丘頂上部から西に緩く傾斜して波打ち際に至る面であったと推測される。

敷地内に試掘トレンチを３ヶ所設定し、敷地東側の街道際から西に１５mの長さのトレンチを１トレ

ンチとし、敷地西端から東側に向けて２０m延びる２トレンチ、加えて敷地南側で東西方向に１０m長の

３トレンチを設定した。
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Fig.５　試掘トレンチ模式図（１/２０）

後、元亀元年（１５７０）大友方の戸次道雪が立花城を攻略することになる。また天正１４年（１５８６）に

は島津軍が立花城を攻め、博多・香椎を焼き討ちし、香椎宮が全焼する。

香椎宮の北側に位置する御飯ノ山城は立花城の支城とされ、建武３年（１３３６）多々良浜の合戦の際、

足利尊氏・直義兄弟が登ったとされる。城下の寺隈地区からは１２世紀代の陶磁器が集中して出土する。

中世末には名島城が小早川隆景によって本格的に築城されるが、これは九州における織豊期城郭の

初期的なものである。

今回の調査地点である浜男地区は、浜男神社のあたりに小早川秀秋が町を立てたのがはじまりという

記録がある。近世の香椎・浜男地区は、津屋崎道と唐津街道との合流地点で、物流の拠点であった。

当時の絵地図には浜男地区に街道沿いに町屋が並んでいる様子が描かれている。

以上のように香椎・浜男地区は香椎宮や立花城から影響を受けつつ、多様な歴史的側面を見せてお

り、現代になっても香椎・浜男地区は松本清張『点と線』の重要な舞台となるなど、その多様性は増

している。

●印は調査地点



１トレンチの基本層序は上層より盛土、淡赤褐色粗砂層、灰褐色粗砂層、明赤褐色粗砂層、暗青灰

色シルト層、岩盤となる。暗青灰色シルト層の上面が東から西に緩く傾斜しており、敷地東端では地

表下１５０cmで暗青灰色シルト層に達していたが、１トレンチ西端では地表下２１０cmで暗青灰色シルト

層に達しており、１５メートルあたり-６０cmの傾斜をもっている。２トレンチでは基本層序は上層から

盛土、黄褐色砂層、灰黄褐色粗砂層、灰白色砂層、灰褐色砂層、青灰色粗砂層となる。黄褐色砂層上

面で石積みとみられる石群が検出されている。盛土下の黄色褐色砂層上面はトレンチ東端で地表下

５０cm、西端で地表下１１０cmと、１トレンチと同様に東から西に緩く傾斜する状況が看取できる。３ト

レンチでは、基本層序は上層から盛土、茶褐色土（客土）、黄褐色砂層となり、黄褐色砂層上面は地

表下８０cmの深さである。３トレンチでも２トレンチと同様に石積みとみられる石群が検出されている。

上記の試掘調査で検出された石積み状の石群に関しては、以前南側の近隣地で同様に試掘トレンチ

を設定した際に類似の石積み遺構が検出されている。その際には土層の堆積状況が石積みの前面で水

成堆積の様相を呈していたことから、この石積みを近世の護岸と判断している。今回はこの石積みに

ついて、都市整備局香椎振興整備事務所の協力により、当該敷地内で表土を一定範囲除去して面的に

調査を実施することが可能となったため、確認調査として実施することになったものである。

（１）石積み上部の近世・近代の遺構・撹乱

石積みの東側部分から３ヶ所で構築物が検出された。うち２基は、覆土内からガラス破片やペット

ボトルなどが出土するなど明らかに近代～現代の構造物であることが判明したため、撹乱として掘り

下げている。３基のうち、最も南側の１基については内部に石組みの構築物を確認したため、平面図

を作成している。この南側の構築物は、略円形の掘り込みをもち、内部に１～２段の石組みを備えて

おり、その外側から木材や板材が出土している。また石組みの中に煉瓦、瓦片などを含んでいる。石

組みは本来長方形を呈していたとみられ、半地下式の穴蔵か、排水升ではないかと考えられる。博多

遺跡群などで検出されている近世頃の石組み遺構と構造的に類似する点がみられることから、同様の

機能を持った構造物と考えられる。

覆土からは、近世以降の染付の破片などが出土している。構築物の時期も近世以降と判断できる。

（２）石積み遺構

調査区を南北に横切る形で、石積み遺構が検出された。石材の分布範囲は、最も広い部分で幅４m

を測り、総じて３.２m前後の帯状に石材が分布している。石材の大きさは大きなもので５０～６０cm大

であるが、石材の大半は１０cm程度の礫である。石材の材質は多様で、ある特定の石材が大半を占め

るようなものではない。おそらく数カ所の石材産地から寄せ集めたものか、もしくは周辺の構築物を

再利用したものとみられる。また石材は粗割を施したものを多く使用しており、海岸や河原から直接

採取したような角の取れた丸石はほとんど使用していない。

石積みの構造については、西側の海に面した部分の遺存状況が悪く、原型をほとんど留めていない

と見られるため、この部分については検出時の石材の散布状況から推測する他はない。石積み東側部

分については比較的原型を留めていると見られる。石積み東側部分は、長４０～５０cmの比較的大きな

石材を使用し、外側に石の線を合わせるように配列している。これは、石積み構築時には石積み東側

部分は埋没せず一定の空間が空いていたことを意味している。ただし、石の面を合わせて石垣面とす
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るような精緻な積み方ではない。なお、東側部分の石積みの高さは１～２段で、基段面からの高さは

ほとんどない。

石積み西側の、海に面した部分は本来あったと見られる石積みが崩れ、石のほとんどが消失してい

るため、遺構から直接本来の石積みを復元することは難しい。調査範囲中央部で石積み西側部分の石

積み基礎部分とみられる比較的大型の石材が規則的に配列されている部分があり、この部分が本来の

石積み西側前面であったとみられる。この部分を基準に考えると、石積みの幅は２.４m前後であった

とみられる。またこの石積み西側前面のさらに西側に大型の石材を中心として大小の石材が散乱して

いる状況が見られる部分があるが、何らかの構築物を構成しているような積み方は見られず、石積み

の石材が何かの理由で崩落して散ったものとみられる。西側前面と東側前面の石材の両者の大きさを

比べると、西側前面の石材のほうが大きめである。この大きさの差はこの石積みが本来持っていた機

能と関連があると考えられる。

積まれている石の周囲は砂ではなく粘土が詰められて突き固められており、近世の石垣の裏込め石

の固め方に類似している。石と石の間は密接に組まれた状態ではなく、隙間が空いた状態である。

（３）胴木

調査区内に設定した土層ベルト横にトレンチを設定し、石材を取り除きながら掘り下げを行ったと

ころ、丸太木材の一部が検出されたため、木材を露出させる方向で掘削を行ったところ、調査区中央

部、西側石積み前面のすぐ後ろ側に、石積みの方向とほぼ並行に丸太材が検出された。

丸太材は直径３０cmで、北側端部でわずかに東側に湾曲し、端部の小口は斜めに切断して整えてお

り、端部は尖っている。端部の加工には鋸を使用したとみられる。木材側面は加工をほとんど行って

おらず、本来の木の幹の形を残していると考えられる。木材は地表から１８０cm下、標高２０cm前後を

床面としており、木材の下の土質は灰色粗砂層で、水が表面にしみ出しており、埋没時にも木材周囲

は常に水に浸かった状態であったとみられる。

近世の石垣の基礎部分に胴木を使用して基礎工事を行い、石垣の沈下を防止する構造があり、福岡

城肥前堀の石垣にも同様の基礎構造がみられる。今回検出された木材はこの胴木と同様の機能を持っ

ていたと考えることもできる。

木材の北側小口のすぐ横から寛永通寶が１枚出土しており、基礎工事時の祭祀行為に関係するもの

である可能性が高い。

（４）土層観察（Fig.３）

調査区内の数カ所で土層観察を行っており、そのうち調査区南端で土層図を製作した。この土層図

によると、石積みの東側に明赤褐色粘土を詰めた部分があることが分かる。当初石積みを気づいたと

きに、背後部分に空間があると推定されたが、その後石積み背後部分が地上げされる際に、石垣の後

ろに粘土を詰め込んで、結果として裏込め状にしたものと推定される。

また、石垣の西側前面部分は粗砂を主とする薄い土層が数層にも水平堆積しているが、この堆積状

況は水成層が自然堆積したものとみられる。したがって、石積み西側部分は水の影響を強く受けてい

た部分として考えられる。
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近世の古地図や記録、また明治時代の地形図などから、浜男地区の町並みが砂州上という地形的な

制約を受けて形成されたということが見て取れる。したがって唐津街道の位置が当時の砂丘の尾根線

部分と考えられる。今回の石積みは砂丘から西に緩く傾斜する砂丘面に築かれたもので、石積みの位

置は近世の海岸線に近いと考えられる。

石積みの基礎部分の標高は海抜１m以下で、通常は波打ち際の様相を呈する高さである。また現状

でも基礎部分の粗砂層からは水が常時湧き出している。そのため石積みが載る基盤層も非常に軟弱で、

構築後の沈下を防止するためには胴木などの基礎工事が不可欠であろう。

また石積みの東側に面して詰め込まれている明赤褐色粘土は、土層断面や土質からみて自然堆積で

はなく溝状の掘り込み内に客土を硬く突き固めた土木工事の結果とみられる。また石積み西側は粗砂

層が水平に堆積している状況から見て、水成層による自然堆積とみられ、石積みの東西両側で埋没過

程が全く異なっている。この状況は石積みを境に両側の環境が異なっていた事を示しており、石積み

のもつ機能も示唆している。

石積みの構造は福岡城跡第４６次調査（福岡城肥前堀）で検出された石垣の基礎部分に施工されて

いる胴木が参考となる。この胴木は梯子形の胴木で、今回検出された胴木とは構造が異なるが機能的

には同一と考えて良い。この工法は中世後半～近世の石垣築造に多用されており、今回検出された石

積みの時期もこれにほぼ対応するものではないだろうか。

また胴木のすぐ横から寛永通宝が出土しており、この寛永通宝が混入するような撹乱も上層で見ら

れないことから、この寛永通宝が石積み構築時の時期を示す遺物と見られる。

今回の調査を実施することとなった背景である元寇防塁の存在であるが、文献上では香椎地区の防

塁の存在が明らかになっているが、浜男地区で未だその存在もしくは痕跡は確認できていない。博多

湾岸の他の地区で検出された防塁は、砂丘尾根部から海側にわずかに下り、波打ち際からある程度の

距離をもった位置に築かれている。今回の石積みを防塁ととらえる向きもあるかもしれないが、他の

地区の防塁と今回検出した石積みは以下の点で違いが見られる。すなわち、他の地区では防塁基盤の

標高が海抜３.５m前後でほぼ一致していること、および他地区の防塁は風成砂層上に築かれており地

盤が比較的安定していることである。時期的な点でも、寛永通宝が出土した今回の調査区内の石積み

を元寇防塁とするのは困難である。

今回の調査で検出できた石積みの範囲は遺存状況が良好でなく、石積みの全体が解明できたわけで

はないため、今後さらに検討を加えていくことが必要であろう。また今回の結果が即浜男地区に防塁

が存在しないことにはつながらない。また浜男地区には古墳とみられる２基の塚があり、この古墳に

関連する古墳時代の遺構の存在も想定される。浜男川の上流には立花城が位置し、また香椎宮への入

り口にあたる中世の浜男地区の動向も気になるところである。今後もこの地区に関する試掘・確認調

査を通じて、浜男地区に対する歴史的検討を加えていく必要があろう。
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要　　約 

集落 近世 石積み遺構１ 

　調査区内で、護岸の石垣とみられる南北方向の石積みを検出した。石積みは幅２.４m、残存高６０
～８０cmで、調査区外の南北方向に延びる。石材は陸地部から持ち込まれた石で、粗割り状態で積
まれ、隙間は明赤褐色粘土で間詰めされる。石積みの前面に散乱している石の中に比較的大型の
石材があり、これらが本来の石垣前面の石材であったと考えられる。石積み下から丸太木材が出土
しており、木材は石積み基底面レベルの深さに、南北方向に沿って設置され、石垣の基礎を固めて
沈下を防ぐ胴木としての役割と、石垣前面の大型石材を支える２つの機能を有していたとみられる。
この丸太材の脇から寛永通寶が１枚出土している。石積み前面には褐色粗砂が水平堆積しており、
このことから石積み前面が水に浸かる状態だったことが伺える。 
　石垣の上面には明治～大正時代の遺構があり、大型の竈や石組みが遺存している。 
　石積み内からパンケース１箱相当の近世陶磁器が出土している。また、石積み下の灰色砂質土か
ら瓦破片が出土している。その他、石積み上面の撹乱から近代の遺物が出土しており、計パンケー
ス４箱相当の遺物が出土している。 
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